
小さなことから始めよう！ 
～みんなでできるリテラシー～ 
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現状とゴール 

•現状 
  図書館に興味のない人 

  図書館の使い方を知らない人 

 が、大学にはまだまだ多い 

 

•ゴール 
  図書館を活用できる人を増やす！ 
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現状からゴールまで 

現状 
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情報リテラシー教育 

人員 

スキル 

ガイダンスの質 

広報（PR） 

授業との連携 

ニーズの把握 

効果？ 

げん 

現状 

ゴール 

平成24年度学術情報リテラシー教育担当者研修 グループ討議成果物 
（発表日:2012/11/30 会場：国立情報学研究所）



www.company.com 

簡単な解決方法 
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スーパーライブラリマン 

予算の問題 

持続可能性低い 
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図書館の中でできること 
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＜技術の標準化→共有化＞ 
スキルアップのために… 

• マニュアルを作る 

• 練習・リハーサルをする 

• 場数を踏む 

• みんなで担当する 

人員不足、スキル不足、ガイダンスの質 
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図書館の外でできること 
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＜提案＆ニーズの吸収＞ 
顔見知りを作る 

• フロアで声をかける 

• インフォーマルな繋がりを持つ 

シラバスを読む  

アンケート・インタビューをする 

広報、授業との連携、ニーズの把握 
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まとめ 
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• 人との繋がりが大事 

• 続けられることが大事（持続可能性） 

• 小さなことから始めよう 
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